
１． 墓を建立する前に （浄土真宗のお墓とは）

２． お墓参りの意味 （お墓の中に故人はいない）

３． 姓の違う故人の納骨 （縄張り争いなどない）

４． 分骨 （分骨により仏縁が増えこそすれ…）

５． 墓相 （墓相にこだわると逆に迷いが…）

６． 倶会一処の世界 （お墓に先妻と後妻が…）

７． 水子 （地蔵尊を建てる必要はない）

８． お寺の本堂を素通りしていませんか？

Ⅲ．お墓と納骨



1111. . . . 墓墓墓墓をををを建立建立建立建立するするするする前前前前にににに（（（（浄土真宗浄土真宗浄土真宗浄土真宗のおのおのおのお墓墓墓墓とはとはとはとは））））

　ふだんお寺に顔を見せたことのない方から突然「お墓を建てたので、お性根（しょう
ね）を入れて下さい」と、電話で依頼されました。さっそく墓地へ出かけていくと、これが
やたらと凝っていて、中心となる石碑の横には石塔が建ち、手前横には観音像、その
隣の法名を記した石板には「霊標」と刻まれ、おまけに石碑の向きが入口からみて真横
になっています。

　「よくもまあ、これだけこだわった墓を造ったものだ」とあきれると同時に、何だか心寂
しくなってしまいました。

　そこで、真宗門徒がお墓を建てる時の注意点をいくつか述べてみましょう。

1. 建てようと思ったら、まずお寺に相談すること－み教えにそぐわないお墓や、
    余計なものを造っては台なしです。
    それに、信頼できる石材店を紹介していただけます。

2. 墓相に惑わされずに－お墓の向きによって幸不幸が生じるわけではあり
    ません。また場所も同様です。向きや場所にこだわると、先の例のように
    石碑の側面を拝する位置になったりしかねず。いかにも不自然です。

3. 墓石の形もこだわらずに－形によって良し悪しがあるわけではありません。
    石碑の上面を三角形にしたり、屋根や宝珠をつける必要もありません。

4. 石碑（軸石）の正面には「南無阿弥陀仏」のお名号を刻みましょう
    －ご先祖を偲ぶ上でも、人生の理（ことわり）をかみしめる上でも、
    つねに私の依り所となり、礼拝の対象となるのは阿弥陀如来だからです。
    この場合、家名は台石に刻めばよいでしょう。また、お名号以外の場合は、
    携帯用のご本尊を安置しお参り下さい。

5. 観音像、地蔵像、宝塔などは建てない－帰依する仏さまは阿弥陀如来
    一仏だからです。

6. 「吉日」の文字は刻まない－日の吉凶や建てる時期にこだわりません。

7. 「霊標」とせず「法名碑」とする－法名を記す石板は「霊標」とは言わない。

　このほか「お性根を入れる」のではなく「建碑式（法要）」と言います。

おおおお墓墓墓墓をををを建建建建てるてるてるてる前前前前におにおにおにお寺寺寺寺にににに相談相談相談相談するするするする。。。。
石碑石碑石碑石碑のののの正面正面正面正面にはにはにはには「「「「南无阿弥陀仏南无阿弥陀仏南无阿弥陀仏南无阿弥陀仏」」」」かかかか「「「「倶会一処倶会一処倶会一処倶会一処」」」」とととと刻刻刻刻むむむむ。。。。



2222. . . . おおおお墓参墓参墓参墓参りのりのりのりの意味意味意味意味（（（（おおおお墓墓墓墓のののの中中中中にににに故人故人故人故人はいないはいないはいないはいない））））

　お彼岸やお盆の時期になると、これまでひっそりとしていた墓地に参拝者がどっと訪
れ、あちこちで手を合わせる光景が見られます。「彼岸」や「お盆」という仏教行事を通
してではありますが、さめた現代人でもさすがに故人を偲び、ご先祖に感謝する心だけ
は失っていないようです。

　ところで、こうした墓参光景が例年、ニュースで報道されますが、その紹介の仕方が
きまったように「（墓前で）先祖の霊を慰めていました」となります。

　関西では大谷本廟の墓地がよくテレビに映るのですが「はたして大谷にお参りの真
宗門徒も、手を合わせて先祖の霊を慰めているのか」と疑問に思ったり、つい不安に
なったりしてしてしまいます。故人の好きだったお酒や食べ物などを供え、故人の“霊”
に手を合わせて慰めることがお墓参りだと思っているとしたら、それは少し筋が違いま
す。

　はっきり言って、お墓に先祖の霊が宿っているのではありません。固定的実体的な霊
をそこに見ようとするのは、他ならぬ私自身の執着心がなせるわざで、実際には、故人
はお墓の中に眠っているわけではなく、また遺骨が故人なのではなく、すでにお浄土へ
還（かえ）られています。そして、お浄土から私たちに向け、如来さまの真実を知らせん
がためにはたらいて下さっているのです。

　それでは、お墓は何のためにあるのでしょうか。お墓は、先祖あるいは故人が必要と
するからあるのではなく、私たちが先祖、故人を敬い讃（たた）えたいと思うから建てる
のです。さらに言えば、かけがえのない命を私に伝えて下さったご先祖に感謝しつつ
「その命を精一杯輝かせて生きてくれ」という私へのご先祖の願いを聞く場でもありま
す。

　また、遺骨を前にして諸行無常を味わうのもお墓でしょう。

　諸行無常の理（ことわり）をかみしめ、先祖の願いを聞きながら、生死を超えて確かな
依り所となるお念仏の教えを味わう場－それがお墓ではないでしょうか。

おおおお墓墓墓墓のののの中中中中にはにはにはには故人故人故人故人はいないはいないはいないはいない。。。。

おおおお墓墓墓墓はははは先祖先祖先祖先祖のためにのためにのためにのために建建建建てるのではなくてるのではなくてるのではなくてるのではなく、、、、私私私私のためにのためにのためにのために建建建建てるてるてるてる。。。。

先祖先祖先祖先祖のののの願願願願いいいい聞聞聞聞きききき仏法味仏法味仏法味仏法味わうわうわうわう場場場場。。。。



3333. . . . 姓姓姓姓のののの違違違違うううう故人故人故人故人のののの納骨納骨納骨納骨（（（（縄張縄張縄張縄張りりりり争争争争いなどないいなどないいなどないいなどない））））

　ある女性が涙ながらに、こんな相談を持ちかけてきました。

　「先方のご両親の反対を押しきって結婚した娘が先日なくなり、葬式をすませたので
すが、遺骨は婚家のお墓には入れてもらえず、かといって、我が家のお墓にも“姓の違
う故人の遺骨は入れてはいけない”と人に言われて途方にくれています。どうしたらよ
いのでしょうか」と。

　これを伺（うかが）って「親の心痛（しんつう）いかばかりか」と思うと同時に、執（と）ら
われるべきでないことに執らわれ、自らを縛りつけて苦悩を深めている親の姿に、改め
て迷信のこわさを感じました。

　「姓の違う故人は先祖の墓に納骨してはいけない」のほかにも「勘当（かんどう）した
息子の骨は入れられない」とか「仲の悪かった人同士の骨を一緒にするとケンカにな
る」などと、まるで“骨のなわばり争い”のようなことを気にする人がいますが、そういう
ことは宗教上、一切気にする必要はありません。ですから、故人を大切に思う心があれ
ば、堂々と自家のお墓に納骨すればよいのです。

　遺骨に対する偏見は、骨そのものを故人と見るところから生じてきます。しかも、その
“骨”の故人は、生前の自己中心的な欲望や感情、それにしきたりなどに縛られたまま
の故人なのです。

　実は、そういう目でしか故人を見れない私自身こそ問題なのです。私の尺度で死後の
世界を捉えようとし、あげくの果て、不幸が重なれば先祖のせいにしかねない私です。

　しかし、故人は何も骨のままでじっとしているわけではありません。お浄土で仏さまと
なり、私たちのためにはたらいておられます。たとえ生前対立していた故人同士でも
“倶会一処（くえいっしょ）”のお浄土のこと、世俗のわだかまりから解放されて、ともに
手を取り合いお念仏の法を説いて下さっているのです。

　“骨のなわばり”を気にするのではなく、故人の遺骨をご縁として、私自身が根源的な
いのちの願い、真実の法を聞くことです。

姓の違う故人でも納骨できる。

遺骨＝故人ではない。

生前の故人の感情をそのままお墓に持ち込まない。



4444. . . . 分骨分骨分骨分骨（（（（分骨分骨分骨分骨によりによりによりにより仏縁仏縁仏縁仏縁がががが増増増増えこそすれえこそすれえこそすれえこそすれ…………））））

　これもあるご婦人の相談です。

　「主人が亡くなり、その遺骨をご両親お要望もあり、故郷のお墓に納めることになりま
した。しかし、何分にも遠い所で、なかなかお参りに行けそうもありません。また息子も
こちらで働いているので、将来のことも考えて、こちらでもお墓を建てようと思っていま
す。ところが“分骨はいけない”ということを聞きます。どうすればよいでしょうか」

　こんな内容でした。

　「分骨はいけない」と思っている人が確かにいるようです。聞くところによると、分骨す
ることによって故人の“身が裂かれ”てバラバラになり、故人が迷ってしまうというので
す。

　前項で述べたように、これは遺骨そのものを故人と見てしまう執着心の結果です。くど
いようですが、故人は“骨”ではなく、限定して捉えることのできない存在になっているの
です。そうした故人の遺徳を偲（しの）ぶ縁として遺骨があるわけです。

　遺骨を前にして、縁ある人びとが少しでも多く故人の遺徳を偲び、如来さまの広大な
お慈悲に遭（あ）うことができれば、むしろ慶ばしいことと言わねばなりません。ですから
「分骨がいけない」理由はどこにもないのです。

　お釈迦さまのご遺骨（仏舎利）のことを考えれば、なお一層はっきりしてきます。

　すなわち、荼毘（だび）にふされたご遺骨は、お釈迦さまを敬い慕う各国の人びとに
よって８つに分骨され、それぞれの国に持ち帰って仏舎利塔が建立されます。そこから
また、さらに分骨され数多くの仏舎利塔が建てられるようになったのです。

　それだけお釈迦さまのご遺徳を偲び、そのみ教えに敬順（きょうじゅん）する人びとが
多かったということであり、また、そういう自ずとわき出てくるお釈迦さまへの恭敬（くぎょ
う）の心が、仏舎利塔すなわちお墓を建てしめたのです。

　こうしたお墓の原点を考えれば「分骨はいけない」という発想はわいてこないのではな
いでしょうか。

分骨が“身を裂く”ように思う心が問題。

分骨によって仏縁が増えればむしろ慶ばしい。



5555. . . . 墓相墓相墓相墓相（（（（墓相墓相墓相墓相にこだわるとにこだわるとにこだわるとにこだわると逆逆逆逆にににに迷迷迷迷いがいがいがいが…………））））

　ある人がお墓を建てたところ、軸石にちょっとしたヒビのような筋（すじ）が入っている
のに気づき、新しい石に取り替えました。しかし、１年もたたないうちにまた筋が入った
ので、「きっとこれは故人がこの場所を嫌っているのだ」と思って、高価な代金を再び払
い、別の墓地に移したのです。

　この人は墓相を気にし「墓石にビビが入ると家族が大ケガをしたり、家庭不和になる」
と思い込んでいるようです。

　だいたい、自分の家の壁に少しぐらいのビビが入ったからといって、家を建て替える
かたはいないでしょうに、こと墓石となると、よく見ないとわからないほどのビビでも目く
じらを立てて見つけ出し、取り替えるのですから、墓相を気にする人は相当のこだわり
ようです。

　ビビのほかにも墓石の一部が欠けたり、傾いたりすると「家運が傾き、不幸を招く」の
だそうです。

　どれもこれも、自分や家族に災いが起こるのを恐れて神経質になるのでしょうが、墓
石の状態と家人の災いの間には何らの因果関係もありません。むしろ災いが起こった
時に、その原因を墓石に押しつけ、先祖のせいにして事実を正しく見ようとしない心の
ありようが問題でしょう。

　墓相にこだわるということは、根も葉もない迷信にふりまわされることであり、かえって
不安や恐れが増して、少しも心からの安らぎを得られない結果となります。

　もっとも、ヒビ割れが実際に目立ってきたり、墓石が傾いて倒れそうになれば、修理や
取り替えを行わなければならないことはいうまでもありません。しかし、それは“不幸を
招く”からではなく、ご先祖の遺徳を偲び、如来さまのお慈悲を味わう場として、すっきり
と気持ちよく手を合わせるためです。

　なお、お墓を移転（改装）することについても「移すと悪いことが起こる」と気にする人
がいますが、そういうことも一切ありません。

墓石の状態と災いの間に因果関係はない。

墓相にこだわると迷いが一層深まる。



6666. . . . 倶会一処倶会一処倶会一処倶会一処のののの世界世界世界世界（（（（おおおお墓墓墓墓にににに先妻先妻先妻先妻とととと後妻後妻後妻後妻がががが…………））））

　数年前にご主人を亡くされたある女性が、ふとこんな旨の内を明かしてくれました。

　「私も年をとり、時どき死んでからのことを考えるんです。お墓には主人と先妻さんが
すでに入っていますので、私が死んでも、せっかく仲良くしている所へ行くのは何だか
邪魔しに行くようで、気が進みません。それで別にお墓を建ててもらおうかとも思ったり
して…」

　と、こうです。

　また、ある新聞のアンケート調査によると「姑（しゅうとめ）さんと一緒のお墓に入るの
はいやだ」と答えた主婦もいたとか。

　これでは、お墓は俗世の感情がそのままぶつかり合う所のようです。しかも、死後、
あんな狭い所におおぜいの人？がそれぞれの思いを抱きながら閉じ込もっているとす
れば、たまったものではありません。

　しかし、安心して下さい。お念仏の信心をいただいておればお墓の中に“拘束（こうそ
く）”されることなく、広大なお浄土へ生まれさせていただけます。そのお浄土はまた「倶
会一処」の世界であり、一人ひとりが仏として互いに敬い合い、心を通わせる世界で
す。男とか女とかの区別もなく、いのちそのものが躍動し合う世界なのです。

　心の隅ずみまで通じ合える関係なのですから、気兼ねやわだかまり、不信、不満が
生じる余地はありません。先妻と後妻とか、嫁姑とかいったこだわりもないということで
す。手に手を取り合い、こだわり続ける私たち凡夫に向かって阿弥陀如来の真実（まこ
と）の救いを説いて下さるのです。

　ですから、気兼ねしたり、片意地を張ったりせず、私自身が仏法を聞いて信心をいた
だき、お浄土に生まれさせていただく身になることが肝要でしょう。

　また「お墓はこのようにしてほしい」とか、自分の後のことをあまり子や孫に押しつけ
ると、あるいは子どもたちが困ることにもなりかねません。それよりも今、子や孫にしな
ければならないのは、身をもって仏法を伝えることでしょう。

お墓で合うのではなく、お浄土で出会う。

気兼ね無用なのがお浄土。



7777. . . . 水子水子水子水子（（（（地蔵尊地蔵尊地蔵尊地蔵尊をををを建建建建てるてるてるてる必要必要必要必要はないはないはないはない））））

　生後まもなく亡くなった赤ちゃんをお墓に納めるというので、お参りに行きました。

　墓地は最近求めたようで、まだ石碑は建っていませんでしたが、右端のところにお地
蔵さんが建てられています。「あぁ、これが水子地蔵だな」と思いながら、どうして地蔵
尊を建てたのかを聞くと「水子の場合はお地蔵さんが救って下さるそうなんです。だか
ら地蔵尊を建てて、その下に赤ちゃんの骨を納めようと思います。もちろん、大人が死
んだら中央に石碑を建てるつもりですが…」とのこと。

　これでは“水子は地蔵尊に”“大人は阿弥陀如来に”と、まるで救いに“分業”がある
かのようです。しかし大切なことは、救われなければならないのは他ならぬ“私自身”で
あると気づくことでしょう。赤ちゃんを亡くして悲しみにくれる私をしっかりと抱きとめ、人
生を真実に向かわしめ下さる方に出遭うことが大切なのです。

　阿弥陀如来は正（まさ）しくそうした方です。「苦悩する一切の生きとし生ける者を信
心一つで必ず救いとる」と誓われた如来さま。そのご本願を“私のために”と味わい信
じて生きぬくのが真宗門徒だと言えましょう。

　ここからは「地蔵尊を建てて礼拝しよう」という発想はわいてこないはずです。また、
そうすることは阿弥陀さまのお救いを疑うことにもなってきます。

　「だが、赤ちゃん自身はどうなるんだ」と心配する人があるかもしれません。その人は
“赤ちゃんのために”水子地蔵やお墓を建てるものと思っているのでしょう。

　しかし、如来さまのご本願を仰いでいくと、その亡き赤ちゃんが実は“私のために”人
間に生まれることの有り難さ、いのちの尊さを知らしめ「この大切な人生を確かな依り
所をもって歩むように」と教えて下さった仏さまであったと味わえてくるのです。

　どうか、水子地蔵を建てて大人の骨と区別するのではなく、いのちの尊さをかみしめ
ながら如来さまのご本願を仰いでお念仏申して下さい。

水子のために地蔵尊を建てる必要はない。
救われるべきは“私自身”



8888. . . . おおおお寺寺寺寺のののの本堂本堂本堂本堂をををを素通素通素通素通りしていませんかりしていませんかりしていませんかりしていませんか？？？？

　あるお寺には、本堂の裏手に小さな境内墓地があり、門徒さんのお墓が並んでいま
す。

　そのお墓にお参りするご門徒の様子を見ると、およそ次の３タイプがあります。

　一つは「お墓に参る時は決まって本堂へ上がり、ご本尊の阿弥陀さまに礼拝する」。
二つ目は「本堂へは上がらないが、外から礼拝する」。三つ目は「本堂は知らん顔で素
通りし、お墓だけお参りする」です。

　そして、残念ながらこの三つ目のタイプが一番多いようなのです。

　もしお寺にお墓があるのなら、お墓参りの際、ぜひ本堂の如来さまに合掌礼拝してい
ただきたいのです。

　お寺の境内墓地というのは、宗旨宗派を問わない公共墓地とは違い、信仰を同じくす
る者がそのみ教えの道場である本堂のそばに設けた宗教施設であり、心から敬うご本
尊のおひざ元にあるお墓なのです。ちょうど如来さまに抱（いだ）かれた形でご先祖の
お墓があるわけで、これほど恵まれた環境の墓地はないといってよいでしょう。

　この境内墓地にお墓を建てられたご先祖のお心を思えば、如来さまに知らん顔をして
本堂を素通りすることはできないはずです。きっと、ご先祖は「（お墓があることによっ
て）少しでもお寺に足を運んでくれるように、そして仏縁を深めてくれるように」と子孫に
願われていることでしょう。ご先祖が“親心”を込めて用意して下さったせっかくの仏縁を
無にしないよう、お願いします。

　さらに言えば、我が家に帰った時でも、まだ他家を訪れた時でも、親やその家の主人
にまずあいさつするのが常識です。その点から言っても“まことの親”であり、ご主人で
ある阿弥陀さまにごあいさつするのは、むしろ当然なことでしょう。

境内墓地は信仰を一にする者が仏縁を深めるためにある。

本堂の仏さまに必ず礼拝する。
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